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バイオマイクロセンシング 
技術研究センターとは 

我が国の重要課題 
健康を根幹とする生活の質（健康QOL）の確保 

次世代医療システムの実現、複雑な生体機能の解明のため、 
バイオセンシング技術が必要である 







歯工学連携の実績 

1998年 
• 九州工業大学、九州歯科大学による単位互換開始。 

2008年 

10月1日 

• 九州工業大学と九州歯科大学とで連携大学院協定を締結。 
• 歯工学連携教育研究センターを設立。 

2009年 

1月16日 

• 歯工学連携教育研究センターのキックオフシンポジウムを開催。 

2009年 

4月1日 

• 歯工学連携大学院による授業開講 
• 九工大授業・・・九州歯科大学生4名聴講 
• 九州歯科大授業・・・九工大学生12名聴講 

2009年 

11月13日 

• 九州工業大学と九州歯科大学でThe Second Japan-Korea Joint Symposium on 
Bio-microsensing Technology (2nd JKBT), 「医学および歯学におけるバイオセンシ
ング技術の発展」を開催した。 

2009年5月第一回歯工学連携セミナー開催 

2010年1月第二回歯工学連携セミナー開催 
2010年5月第三回歯工学連携セミナー開催 
2010年6月第四回歯工学連携セミナー開催 
2010年6月第五回歯工学連携セミナー開催 

日本初!! 



平成21-23年度 歯工学連携講演会の開催 

講演名・講演者 参加者 

1 「生物と化合物のあいだ：分子レベルでの生体解析を目指すChemBioハイブリッド テクノロジー」 （山東信介教授）/ 「歯周医学の視点に
立った歯周病研究の現状と今後の展望」（西原達次教授） 

63 名 

2 「さまざまな口腔粘膜疾患―口腔がんスクリーニング技術の意義―」(冨永和宏教授) 50 名 

3 「起業する夢を冒険するサバイバル」(Dr. William Lee) 50名 

4 「新規蛍光試薬の開発とその実用化」(礒部信一郎准教授) 40 名 

5 「Hyaluronan-CD44 interactions in cartilage homeostasis」(Warren Knudson 教授) 47名 

6 「生体機能を探る機能性蛍光プローブの開発」(王子田彰夫教授) 74名 

7 「表面マーカーを利用した多能性幹細胞由来心筋細胞の単離」(日高京子准教授) 52 名 

8 ホストゲスト化学に基づくクラスター効果と薬物モデルの細胞内送達(林田修教授) 31名 

9 転写因子による味蕾細胞の分化制御(瀬田祐司准教授) 10名 

10 生細胞と生組織のラマン分光研究(佐藤英俊准教授) 40名 

11 樹状細胞，歯周病原菌や酸化LDLに対する抗体，動脈硬化 (Dr. John G. Tew) 36名 

12 SPIONコートポラスシリカのマイクロ構造：バイオセンサへの応用(Dr. Sarmishtha Ghoshal) 50名 

13 新規高感度・高時間分解能円二色性（CD）検出システムの開発-機能性生体分子構造変化の動的挙動解明を目指して-(和田健彦教授) 25名 

14 「グローバル社会への第一歩」～お茶会～(呉英順客員准教授) 16名 

2009年6月24日の第一回講演会に引き続き、2010年は第2回-第7回、2011年は第8回-第14回。 



平成24-25年度 歯工学連携講演会の開催 

平成24年度は15-19回を開催、平成25年度は現在まで20-24回を開催。 

講演名・講演者 参加者 

15 「核酸とタンパク質からつくる機能性複合体」(森井孝教授） 60 名 

16 「九州歯科大学の学生による講話：歯と口の話と今日からできる健康つくり」(安細敏弘教授) 40 名 

17 「研究における偶然と必然 ～分子認識化学の成果を中心に～」(新海征治 教授) 130名 

18 「小分子による核酸構造の制御-第一線研究者による学生へのメッセージ-」(中谷和彦教授) 48 名 

19 「DNAを中心としたケミカルバイオロジー：DNA折り紙と人工遺伝子スイッチ」（杉山弘教授） 33名 

20 「Expanding the Nucleic Acid Chemist‘s Toolbox: New Fluorescent Cytidine Analogues(核酸化学者の道具箱の拡張：新しい蛍光
性シチジン類縁体)」 
（カナダウェスタンオンタリオ大学 Robert H. E. Hudson 教授） 

90 名 

21 「医療材料への応用を目指した有機−無機複合体の創製」 
城﨑由紀准教授 (九州工業大学 若手研究者フロンティア研究アカデミー) 

37 名 

22 「In vitro models to address the cell response to biomaterials for bone tissue applications」(Maria Helena Fernandes教授(ポルト
ガルPorto大学 歯学部) 
「Bonelike®: a bonegraft material developed by researchers from Faculty of Engineering at University of Porto」 
（Maria Ascensão Lopes准教授 ポルトガルPorto大学 工学部) 

50名 

23 「ダメ学生が研究者を目指して：発育鶏卵を用いた次世代型動物実験法の開発と制癌剤の創薬研究」 
宇都義浩 准教授（徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部ライフシステム部門&フロンティア研究センター） 

85 名 

24 「ドナー・アクセプター分子の会合による発光 性ナノ空間の構築」石井 努 准教授（久留米工業高等専門学校 生物応用化学科） 45名 



第22回歯工学連携講演会の開催 

平成25年8月19日 
講演内容（講演者）：  
In vitro models to address the cell response to 
biomaterials for bone tissue applications, 
Maria Helena Fernandes教授(ポルトガルPorto
大学 歯学部) 
Bonelike®: a bonegraft material developed by 
researchers from Faculty of Engineering at 
University of Porto, 
Maria Ascensão Lopes准教授 ポルトガルPorto
大学 工学部) 



第24回歯工学連携講演会の開催 
2013年10月16日 
講演内容（講演者）： 
「ドナー・アクセプター分子の会
合による発光 性ナノ空間の構

築」石井 努 准教授（久留米
工業高等専門学校 生物応用化
学科） 

第23回歯工学連携講演会の開催 
平成25年7月11日 
講演内容（講演者）：ダメ学生が研究者を目指して： 
発育鶏卵を用いた次世代型動
物実験法の開発と制癌剤の創
薬研究（宇都義浩 准教授 徳

島大学大学院ソシオテクノサ
イエンス研究部ライフシステム
部門&フロンティア研究セン
ター） 



2013年11月7-9日 ナノメディシンに関する国際シンポジウム7th International 
Symposium on Nanomedicine (ISNM2013)を主催 

2013年11月7-9日 ナノメディシンに関する国際シンポジウム7th 
International Symposium on Nanomedicine (ISNM2013)を主催予定。 
参加者 185名。海外から 23名 

2013年11月 7-9日ナノメディシンと関連技術に関する
シンポジウム 7th International Symposium on 
Nanomedicine(7th ISNM2013)を開催した。本事業
は、九州歯科大、九州州工業大学、北九州大学、産
業医科大学による地域連携による「ものづくり」継承支
援人材育成協働プロジェクトの講演会としても開催さ
れた。 
 
また、本国際会議の一つのセッションとして韓国の著
名な研究者を招聘しバイオナノセンシングおよび関連
技術に関するシンポジウムThe sixth Japan-Korea 
Joint Symposium on Bio-microsensing Technology 
(6th JKBT)を行った。5名の韓国人研究者らの口頭発
表と、4名の韓国人大学院生によるポスター発表が行
われた。Center for Space-Time Molecular 
Dynamics(CSTMD)（ソウル大）、Institute of 
BioPhysio Sensor Technology (IBST). （釜山大）、
バイオマイクロセンシング研究センター（九工大）の３
センター連携研究の成果が報告された。 



2013年11月7-9日 ナノメディシンに関する国際シンポジウム7th International 
Symposium on Nanomedicine (ISNM2013)を主催 

ポスター賞受賞者 

参加者集合写真 

Prof. F. TamanoiによるPLENARY TALK、Prof. H. Higuchi, Prof. S. Boxer, Prof. Y. BabaによるKEY NOTE SPEECH, 8名の国内外の研
究者によるSPECIAL LECTURE, 5名の国内外の研究者によるBRAIN NANO MEDICINE SESSIONと27名の招待講演者による講演が行わ
れた。また、53名のポスター発表が行われた。ポスター賞では、英語による活発な議論が交わされ、招待講演者による厳密なる審査を経て、8
名のポスター賞受賞者(若手研究者、学生) が決定された。 

ポスター発表の様子 

口頭発表の様子 



バイオマイクロセンシングセンター 
2014年度研究成果 

本年度は、Total inpact factorの大幅な増加。 
国際会議での発表数も大幅に増加した。 
また、外部獲得資金は昨年に引き続き高い水準を保っている。 

論文：36報/12名（内34報はThomson Scientific 
社刊対応論文, Total impact factor 107.954）  
国際会議：60件  
国内学会：92件 
招待講演：19件 
特許：3件 
外部獲得資金：¥102,431,855/25件 



バイオマイクロセンシングセンター 
2014年度研究成果 

歯工学連携の推進 

九工大・竹中・・・九州歯科大・西原    プロテアーゼの電気化学検出 
九工大・竹中・・・九州歯科大・富永    口腔癌の電気化学検出 
     など他に2件の共同研究が進んでいる。 

・平成２３年度 特別経費(プロジェクト分) 概算要求 ”生活の質（QOL）の
向上を目指した歯工学連携教育研究－ライフイノベーションを牽引する工
学人材の育成－“が採択された(H23-H26)。 
＊H25年度は震災の影響により予算は3000万から800万へ減額。 
•九工大・竹中、九州歯科大・西原らによるチームを形成し、平成23年度課

題解決型医療機器の開発・改良に向けて病院・企業の連携支援事業（医療
サポイン・経産省）を獲得した(H23-H25)。 

共同研究について 

外部資金の獲得状況 



学内ネットワークの構築 



医歯工学連携のための工学研究ネットワークの形成とその推進 

九州歯科大学 

オーラルバイオ 
研究センター 

臨床評価 

産業医科大学 

産業生態科学 
研究所 

臨床評価 

ニーズ 

技  術 

ニーズ 

技  術 

北九州地区大学連携教育研究センター 医療関連技術研究開発拠点の形成 

健康関連産業の形成 大型外部資金の獲得 人材育成 

バイオセンサー・ 
                  デバイスの開発 

バイオマテリアル・ 
                治療技術の開発 

バイオイメージング 
                         技術の開発 

（工学研究院）竹中、佐藤 
（生命体工学研究科）安田 
（情報工学研究院）末田 

（工学研究院）横山 
（生命体工学研究科）夏目、山田、  
                                        宮崎、前田（憲） 
（情報工学研究院）前田（衣） 

（工学研究院）金、大門 
（情報工学研究院）安永、藤井 



わが国では医療費を抑制しつつ、健康を根幹とする生活の質（QOL）を向上さ

せていくことが喫緊の課題となっている。医歯工学連携を通じて、このような社
会的な課題の解決を目指して研究を行っている本学教員によるシンポジウムを
企画した。本シンポジウムをきっかけとして研究開発拠点を本学に形成すること
を目指した。 
 

平成２５年７月２４日（水） １０時～１７時３０分      九州工業大学 
戸畑キャンパス 総合教育棟 C-2D教室 

医歯工学連携のための工学研究ネットワーク形成と 
その推進に関するシンポジウムを開催 

学内連携 



医歯工学連携のための工学研究ネットワーク形成と 
その推進に関するシンポジウムを開催 

URAセンターでネットワークメンバーの研究内容パンフレットを作成していただき、 
本シンポジウムや展示会で配布した。 
また、連絡窓口をURAセンターとして、取りまとめを依頼している。 

学内連携 



4大学連携ネットワークの構築 



平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」に選定! 

昨今、団塊世代の定年退職、少子高齢化による生産年齢人口の減少又 
は高齢者が働き続ける社会環境の整備の遅れもあり、「ものづくり」の都 
市である北九州の技術・技能の継承が困難となってきている北九州地区 
の産業競争力を維持していくうえで、健康増進による「ものづくり」技術者 
の確保は必要不可欠である。 
 本連携では、北九州地区大学連携教育研究センターを設置し、医療、福祉、工学・技術分野の各専門有資
格者等の学習背景を補完・拡充し、地域ニーズに応じた学際的職業人を育成する。また、適格なリサーチマイ
ンドを有する人材を活用したステークホルダーとの連携・協同教育体制を構築する。 
 これにより、健康増進の視点に立った地域の就業高齢者の支援拠点化を実現し、熟練健康高齢者から若年
者への技術・技能の継承のコーディネートする。さらに、地域住民が安心・安全にいつまでも働ける多世代協
同コミュニティーを実現する。 

九州歯科大・九州工業大学・北九州市立大学・
産業医科大学との連携事業 

九州工業大学バイオマイクロセンシン
グ技術研究センターでは、これまでに
培った歯工学連携という立場によって
事業を担う。 

2013年6月特別講義 



歯周炎は多因子
性疾患である 

全身疾患予防につなげる定量的歯周病総合診断実現
のための多項目検査システムの開発 

現状 臨床現場：主観的評価システム 
↓ 

①歯周病の進行具合を判断できない 
②全身疾患予防には定量的評価が必要 

定量的評価のための従来技術 

歯周組織 
破壊酵素 

歯周病原因
菌叢 

炎症性 
メディエータ 

一種の検査を
行っても、病態
と一致しない 
→臨床現場で
の利用が減少 

数十万円の設備、 
数千円のチップ・キット、  
通常のテクニシャンが、数十
分で全てを検査出来る 

リアルタイム 
PCR 

ELISA法 

市販品 
ペリオチェック,バナペリオ 
・検査コスト：1万円/検体 
・感度不足 
・定量性が低い 

・高感度 
・検出時間：2-4h 
・装置コスト：350万円 
・検査コスト(歯周病)： 
 1万円/検体 

・高感度 
・検出時間：15時間 
・装置コスト：数百万円 

研究者用の 
ツールであり、 
臨床現場では 
使えない 

歯周病患者 正常者 

複数の検査(客観的データ)を 
総合的に判断することが必要 

→レーダーチャートによる 
総合診断システムを構築 

本事業 

平成２3-25年度 課題解決型医療機器等開発事業 21 



韓国との連携 
センサ構築で協力 
 製品の韓国展開で協力 

九州歯科大との連携-本PJの出口へ- 
   オーラルバイオセンシングのため

のプラットホーム作成 

ソウル大学 

釜山大学 

我々のグループ 
  九州歯科大学 
  九州工業大学 

表面解析に関して業績を上げており、
この技術をセンサへと応用。 

高感度酵素センサにおいて顕
著な業績を上げている。 

歯周病 健康 

これまで医師の判断によるものだった診断を 
定量的な評価法へ変換 
→一定の水準の治療の提供、早期診断、適切
な治療の提供へ 

バイオマーカーセンシング 
システムの開発 

我々のグループの目指すところ 

歯周病 
口腔疾患 

口腔内細菌 
(虫歯菌) 

癌 
糖尿病 
心疾患 

トータルモニ
タリング 
システム 

装置の開発 

口
腔
疾
患 

連携体制を強化 



URAセンターによるサポート具体例 

1)予算獲得のフォローアップ 
2) 予算獲得後のフォローアップ 
3) 研究内容宣伝に関するフォロー
アップ  



1) 予算獲得のためのフォロー 

グラント
の提示 

チーム形成の
補助 (企業の
探索、連携研
究者の探索) 

マッチング
アレンジ 

グラント獲
得のための
戦略会議
のアレンジ 

提案書のブ
ラッシュアッ

プ 

ヒアリン
グ対策 



①2014年度研究成果展開事業 先端計

測分析技術・機器開発プログラム機器
開発タイプに応募 
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シーズ：電気化学的テロメラーゼアッセイ(ECTA)法を
利用した口腔癌診断 
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 本成果は2013年1月9日の読売新聞、西日本新聞に取り上げられ
た。 

 歯科診療所向けフリーペーパー： デンタリズムでも紹介された。 



ワンストップ型 
口腔癌迅速診断装置の開発 

先端計測分析技術 機器開発プログラム 
ライフイノベーション分野 

 

チームリーダー 竹中 繁織（九州工業大学） 



1. 本開発機器の医療現場におけるニーズ 

1-1. 背景 
初期舌癌 

術後（切除のみ） 術 前 

進行舌癌 

術後（切除＋再建手術） 

入院費：300万円～ 
（手術費：約200万円） 
 
入院日数：1.5か月～ 
 
QOLの低下 

術 前 

入院費：約50万円 
（手術費：約18万円） 
 
入院日数：10日程度 
 
 

５年生存率 

９０％ 

３０％ 

自覚症状なし 



早期発見のための 
口腔癌検診システム 

の確立が必要 

課題 
① 超高齢化に伴い口腔癌の罹患者数は増加の一途  

4992 

5939 

6873 

7842 

8678 

0

2500

5000

7500

10000

1995 2000 2005 2010 2015 2020

患
者

数
（
人

）
 

(年) 

男 女 計 

口腔癌罹患患者数の将来予測 

(出所)新図説耳鼻咽喉科・頭頸部外科講座 第5巻 頭頸部腫瘍（2001年、7頁）より 

1.
7倍

 

2015年には 
20年前の1.7倍 

② 早期診断には専門医が必要 

口内炎 

初期舌癌 

診断が 
難しい 

(出所) 厚生労働省：統計情報・白書（2010） 

③ 我が国には専門医（口腔外科医）が少ない 

専門医
が少ない げ 

今行われている口腔がん検診 

非効率的 



4. 開発スケジュール 

4-1.開発体制 
ワンストップ型 

口腔癌迅速診断装置 

 
チームリーダー 
九州工業大学 

北九州市戸畑区 
測定部の最適化・試薬の合成 
 

（竹中繁織・佐藤しのぶ・モニルル イ
スラム・堀裕紀） 
 

 
 
B社 
前処理部（細胞捕集・細胞内容
物抽出）の設計 
 
 
 

サブリーダー 
A社 

 
装置の設計及び試作 
 

九州歯科大学 
北九州市小倉北区 

装置の評価 
臨床サンプルの評価 
 

（冨永和宏・西原達次・兒玉正明・早
川真奈・原口和也・矢田直美） 

協力機関：カネカ(株) 

九州工業大学 
URAセンター 

協力機関：田中貴金属(株) 

九州ヘルスケア 
産業推進協議会 

福岡県工業技術
センター 

北九州産業学術
推進機構 

産 

学 

学 

ユーザー側 
の専門家 

要素技術 
開発 

要素技術 
開発 

機器 
メーカー 

H30～量産化 H30～電極リサイクルシステム 

産業医科大学 

医歯工学連携 
(H24～） 

産 

歯工学連携 
(H19～） 

表示部

前処理部 
（細胞捕集・抽出） 

計測部 
(ECTA) 

装置・心臓部 
（ソフト・CPU) 

細胞カウント部 

臨床評価 



2) 予算獲得後のフォロー 

グラント
の提示 

提案書の
ブラッシュ
アップ 

ヒアリング
対策 

予算獲得 中間検査 

報告書
作成 

URAサポートあり 

FAISシーズ探索予算では、 
佐藤の中間検査に同席いただき、今後

の方針、将来展開を話し合った。 



3) 展示会でのフォロー 

展示ポスター作成のサポート 
展示会でマッチング希望者とコンタクト→その後の連携へ 



URAセンターサポートによる医歯工学連携に
伴う外部資金の申請状況 

• 研究成果展開事業 先端計測分析技術・機器開発プログラム機
器開発タイプに九州歯科大とチームを形成して 

     「ワンストップ型口腔癌迅速診断装置」として申請した(不採択)。  
• インドのDelhi Technological UniversityのProf. B. D. Malhotraと竹
中との連携にて 戦略的国際科学技術協力推進事業（日本－イ
ンド研究交流）に応募した(申請中)。 

• 歯科大との共同研究である電気化学的プロテアーゼ活性検出
に関して、 

     研究成果展開事業 研究成果最適展開支援プログラムA-STEP  
     フィージビリティスタディステージ シーズ顕在化タイプ  
     「 多角的診断を目指した、ワンストップ型歯周病診断装置の開
発」に応募した(申請中)。 

九州歯科大学との連携 



おわりに 

バイオマイクロセンシング技術研究センターで
は、竹中グループだけでなく、他のメンバーも以
下のフォローアップを受け、研究推進を進めて
います。 
 
1)予算獲得のフォローアップ 
2) 予算獲得後のフォローアップ 
3) 研究内容宣伝に関するフォローアップ  


	九州工業大学�バ イオマイクロセンシング�技術研究センターにおける�取り組み事例紹介
	センター構成員
	バイオマイクロセンシング�技術研究センターとは
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	歯工学連携の実績
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	バイオマイクロセンシングセンター 2014年度研究成果
	バイオマイクロセンシングセンター 2014年度研究成果
	学内ネットワークの構築
	医歯工学連携のための工学研究ネットワークの形成とその推進
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	4大学連携ネットワークの構築
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	URAセンターによるサポート具体例
	1) 予算獲得のためのフォロー
	①2014年度研究成果展開事業 先端計測分析技術・機器開発プログラム機器開発タイプに応募
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	ワンストップ型�口腔癌迅速診断装置の開発
	1. 本開発機器の医療現場におけるニーズ�1-1. 背景
	課題
	4. 開発スケジュール�4-1.開発体制
	2) 予算獲得後のフォロー
	3) 展示会でのフォロー
	スライド番号 34
	おわりに

